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蕾が膨らんできた蝋梅（12月 27日） 

蝋梅 Now 

                   
厳冬の季節、多くの木々は冬芽も硬

く、寒さに耐えながら春の到来を待

っている。そんな中、いち早く花を

開き初春を彩るのは、「雪中四友」と

呼ばれる玉椿、蝋梅、水仙、山茶花

である。 
当法人のシンボルツリー「蝋梅」は、

厳密に言えば、変種にあたる「素心

蝋梅」であることがわかった。花が

蝋梅より大きく、花びらもやや広く、

先は少し丸みがある。内側も外側

もすべて黄色なのが特長で、開花は

2～3 月とやや遅く、香りも強い。
12 月に入ってから、すっかり落葉
した枝に蕾をつけ始め、その数は昨

シーズンよりかなり多い。間もなく

枝一杯に艶のある黄色の花を開き、

芳香が漂う。雪があれば、青空をバ

ックにしたみごとなコントラスト

で、一幅の佳景ができあがるのだ

が・・・。時節の到来を心待ちにし

ている。 
芥川龍之介の句に「蝋梅や 雪うち透
かす 枝の丈」というのがある。蝋梅
が花をつけるとき葉は出ていない。

無造作に伸びる枝の交差に引かれて視線は上を向く。すると、彼方の雪景色が目に入るの

である。今年の冬はことのほか寒いと言われており、龍之介が謳う雪中の光景を目にする

ことができるかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 

 

1月 23日、 
昨年より一ヶ月早く開花が始まった 
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